
 

 

 

 

 

 

猛暑の夏に 

校長  太 田 隆 夫 

 

７月２１日から始まった３９日間の夏休みが終わり、元気な子供たちの姿が学校に戻ってきました。皆それぞれよい夏休

みを過ごせたことと思います。 

今年のこの期間を一文字で表すとすると、「暑」が当てはまるのではないでしょうか。鳥取地方気象台でのデータによると、

休みが始まった翌日の７月２２日から８月６日まで１６日間連続で猛暑日（最高気温が３５℃以上の日）となり、その後の

期間でも１２日の猛暑日がありました。また８月９日までに３８℃以上を６回記録しています。この暑さのせいで、子供た

ちが外で遊ぶ機会はあまりなかったかもしれません。7 月の世界平均気温が観測史上最も高くなる見通しであることを受け

て、国連事務総長が7月２６日に「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰の時代が来た。」と発言しましたが、鳥取でもその

言葉を違和感なく受け止められるような状況でした（因みに、事務総長は「最悪の事態を避けることはまだ可能である。た

だ、劇的で迅速な対策が必要だ。」とも述べています）。９月にかけても残暑が長引くとの予報が出ており、今年度の運動会

は１０月上旬に行うことにしていますが、普段の学校での活動においても、しっかりと暑さ対策を継続していきます。 

さて、夏休み前の全校集会で、休み中の目標や計画を立てそれに沿って過ごすことを話しました。例えば、今年度のこれ

までに学んだことの振り返り（復習）をする、授業や生活の中で興味をもったことをさらに深く調べてまとめる、いろいろ

と工夫したものを作るなど、自分で考え場合によっては家の人と相談して内容を決め、取り組んでみることも伝えました。

今夏のような猛暑を経験すると、夏休みの意義は厳しい暑さを避けることであると思わされるところがありますが、普段は

なかなかできないことに時間をかけて取り組み、学びを深めていくよい機会であることには違いありません。そして、自ら

考え、主体的・積極的に学んだことはより強く身に付き、結果として将来にわたって残る知識、さらには知恵や教養といっ

た人生をより豊かにしてくれるものにつながっていくと思います。 

夏休みの生活リズムから学校生活のそれへの切り換えには、少し時間がかかるかもしれません。厳しい残暑が影響する可

能性も考えられます。長い休みが明けた後の時期は、学校でも子供たちの様子に特に気を配りますが、ご家庭で気になるこ

とがありましたら、学校へお知らせいただければ幸いです。 

 
７月までに３回の校内授業研究会が行われました。研究会の協議では、研究グループ内で授業を

公開した先生を中心に個別最適な学び・協働的な学びについて話合いが進められています。本年

度はGIGAスクール構想のその先の授業ということで、タブレット端末を使わない学びもありま

す。「令和の日本型学校教育」は探究する学びをどのように授業の中に位置付けるのかが重要に

なっています。 

≪図画工作科≫ 

 図画工作科の学習では、自分が表したいものを大切にしています。そこを大

切にしながら自分が表したい色や形を目指して材料を選んだり、試したり、友

達の作品を見たりしながら学んでいます。そのように自分が表したいものに合

わせて材料を選んだり、試しながら描いたりすることが個別最適な学びにつな

がる部分だと考えています。さらに、今回は班ごとで活動することで協働的な

学びのよさも大切にした学習を行いました。 

今回の３年生図画工作科の学習では、段ボール箱の特徴を見付け、そこにポ

スターカラーで着色したり、ローラーやスタンプ材を使ったりして段ボール箱

を変身させる学習をしました。 

次の時間には、最初に鑑賞を取り入れ、他の班のよかった表し方やどんな世界ができそうかテーマを決めて活

動を進めました。色々な描画材を試していく中で、イメージが広がっていき、色の混ざり合いや形からどんな世

界にしたいか思い浮かべながら活動しました。 
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